
＜1＞

Black Diamond G4 取扱説明書
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はじめに
本製品は、リードの裏面を平らに整えるだけでなく、リード
全体のバランスや厚みを細かく調整できるツールです。短時間で
精密な調整を行え、リード本来の性能を引き出し、安定した
吹奏感へと導きます。

安全上の注意
ツールのエッジは鋭利です。けがをしないよう、取り扱いには
十分ご注意ください。

フラット・サイド

テーブル（リードの裏面）を平らに整えます。

リードを片手で持ち、もう一方の手でこのツールを持ちます。
フラットサイドのエッジをテーブル（リードの裏面）に当て、
軽い力でゆっくりと動かしてください。

このツールは、押しても引いても使用できます。

押して削る場合

ツールの上部を、自分から見て奥側へ約20度傾けます。

引いて削る場合

ツールの上部を、自分の手前側へ約20度傾けます。

押す動きと引く動きを交互に行い、リードの裏面を滑らかに
整えます。

強く押し付けず、ツールの重さを利用し、裏面の高くなって
いる部分を少しずつ削ります。一度に削りすぎず、状態を
確認しながら作業してください。
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スクレーパー・ラディアス

スクレーパー・ラディアスは、ツール先端の丸みを帯びた部分です。
リード先端の左右差やハート部など、狭い範囲を細かく調整する
ときに使用します。

調整したい部分に先端を軽く当て、次のいずれかの動かし方で
少しずつ削ります。

・ 前方へ押す

・ 手前へ引く

・ 鉛筆の消しゴムを使うように、小さな円を描く

丸みのある先端が狭い範囲に接触するため、必要な部分だけを
ピンポイントで調整できます。

強く押し付けず、ツールの重さを利用して軽く削ってください。
一度に削りすぎないよう、作業の途中でこまめに試奏し、状態を
確認しながら調整します。

右の写真は、新しい未調整のリード裏面（テーブル）に見られた
わずかな反りをフラットサイドで数回削って修正した例です。

ベベル・アジャスター

側面にある曲面部分です。リードのレールやスパイン周辺など
表面の形状を細かく整えるときに使用します。

リードの表面を上に向け、調整したい部分にベベル・アジャスターを
軽く当てます。ツールを少し傾け、押す、または引く動きで少しずつ
削ってください。

ベベル・アジャスターは、削る量を細かく調整しやすく、リード
表面の表皮を取り除いたり、厚みや形状を整えたりする作業に
適しています。

強く押し付けると、ケーンを深く削りすぎるおそれがあります。必ず
軽い力から始め、状態を確認しながら少しずつ調整してください。
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リードとマウスピースのバランス

図は、マウスピースに正しく密着しているリードを示しています。

点線① は、フェイシングカーブの開始位置です。この位置では、
リードがマウスピースのテーブル面および左右のサイドレールに、
すき間なく密着している必要があります。

調整は、まずスパイン（リードの背骨部分）の左右にあるAからB
（フェイシングライン）までの範囲で行います。図では、この範囲
を赤い網掛けで示しています。

Aの部分は、安定した空気の流れを得るために、左右が同じ形状・
同じバランスになるように整えることが重要です。

リードとマウスピースのフェイシングカーブのバランスが適切に
整うと、音の響きが向上し、自然で安定した吹奏感が得られます。

詳しい使用方法やデモンストレーションについては、以下をご覧ください。
www.reedgeek.com
www.youtube.com/reedgeektool

スパインとレールのプロファイル調整

リード先端の左右差を調整する

リード先端を指先で軽くしならせ、左右のレールの硬さや
厚みを比べます。片側が硬く感じる場合は、硬い側の
レールが厚くなっている可能性があります。

厚い側にベベル・アジャスターを当て、少しずつ削って
ください。

この方法は、ティップの左右の調整にも使用できます。
ティップの左右を人差し指でごく軽く曲げ、硬さを比べ
ながら厚い側を調整します。

密度の高い部分を調整する

リードを光にかざし、色が濃く見える部分や、密度が高く
見える部分を確認します。

色が濃く見える部分にスクレーパー・ラディアスを軽く
当て、鉛筆の消しゴムを使うように、小さく動かしながら
少しずつ削ってください。狭い範囲をピンポイントで
調整できます。

ポイント

強い力をかけず、ツール自体の重さを利用して作業して
ください。

特に確認したいのは、リード先端の左右の角から
約3mm内側にある部分です。この周辺に厚みや密度の
差がある場合は、左右のバランスを見ながら少しずつ
整えます。

調整後は、ハート上部がすっきりとした逆U字型、または
逆V字のような形に見える状態が目安です。
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